
平素より、ご高配を賜り深く御礼申し上げます。
新刊の『天草島原一揆後を治めた幕臣 鈴木重成』を6月下旬に発売致します。
ぜひ、関連コーナーにてご展開いただきますようご案内申し上げます。

FAX: 092-726-9886

弦書房

書籍仕入れご担当者  様【　　　　　／歴史・宗教】ジャンル

捨身懸命の生涯

鈴木重成

昭和17年、熊本県天草市に社家の長男として
生まれる。國學院大學文学部卒。長崎県立佐世
保南高校・熊本県立水産高校・同天草高校教
諭（国語科）、天草文化協会第6代会長などを歴
任。現在、鈴木神社第15代宮司。熊本県神社庁
研修所講師。著書に『評伝　天草五十人衆』（共
著、弦書房、熊日出版文化賞）などがある。

鈴木重 成
定価  2200円+税 ISBN 978-4-86329-190-4田口孝雄 著

天草学研究会［編］

小林健浩［編］
﨑津・大江・本渡教会
主任司祭［監修］

【FAX: 092-726-9886】

天草五十人衆
天草キリシタン紀行

定価  2400円+税
ISBN 978-4-86329-138-6

定価  2100円+税
ISBN 978-4-86329-142-3

ご担当者様
ご注文日

様［           ／           ］

A5判・280頁（カラー口絵12頁） ISBN 978-4-86329-190-4 C0021

定価  2200円+税 【6月下旬刊】田口孝雄

どのような《復興策》を講じたのか

﨑津・大江・キリシタンゆかりの地

天草島原一揆後を治めた代官

【評伝】

【第38回熊日出版文化賞】

【3刷】

【3刷】

天草島原一揆後を治めた代官

一揆後、疲弊しきった天草と島原で、戦後処理と治国安民
を12年にわたって成し遂げた徳川家の側近・鈴木重成と
はどのような人物だったのか。重成が実行した特異な復興
策とその思想を、天草の鈴木神社宮司が浮き彫りにする。

・原城で死んでいったキリシタンを仏式で供養。恩讐も宗教の違い
も越えた救済と融和を目指した。
・村民の心のよりどころである神社を復興。
・村内を再編成。移民を誘致。大胆な年貢減免。
・キリシタン対策も行う一方で、兄・正三が、庶民のための仏教と勤
勉の哲学を説く。

◆21世紀の現在もなお、「鈴木重成あっての天草」という気持ちは人々の胸のうち
にある。

◆鈴木重成の出身地である愛知県豊田市の矢並小学校と熊本県天草市の本町
小学校の児童が20年以上にわたって交流を続け、鈴木三公（鈴木重成、重辰、
正三）の遺徳をしのび胸に刻み続けている。

鈴木重成（1588～1653）

〈著者の横顔〉   田口孝雄（たぐち・たかお）


